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エスカレータの普及により，健常者であってもエスカレータをもっぱら利用する人が多い．そしてエス

カレータの混雑が問題となり，ポスター掲示など視覚的に階段利用を呼びかけるものも見られる．本研究

では，鉄道駅での乗降や乗換えの際に階段利用を促進することを考え，それにはポイント制度導入が効果

的である事を示すために，大学構内において基礎的実験を行った．まず実験に先立ち，乗換行動について

の調査では，乗換えにおいて上下移動が占める時間が大きいことを示した．そしてポイント制度導入実験

では学生被験者に対し階段・エスカレータの利用状況を調査した．初め二週間は単に階段利用の呼びかけ

のみを行い，後にポイント制度導入を告げ，階段利用率の変化を算出した．結果とし，ポイント制度を実

施した場合の方が実施前と比べ階段の利用頻度が増えるという結果を得た． 
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1. はじめに 

 

我が国の交通機関分担率は他国に比べ，鉄道が占める

割合が極めて大きい．特に首都圏における公共交通機関

の発展が著しく，それ故に新設路線は地下深くに位置す

ることもあり乗換駅における移動抵抗の低減は重要な課

題となっている．利用者のサービス向上の観点からエス

カレータ・エレベータなど駅施設の整備が進んできた．

また近年，高齢化の進行によりバリアフリー化が進んで

おり，中でも交通バリアフリー法の施行によって，1日

の利用者数が5千人以上の施設についてバリアフリー化

を行うことが義務付けられた1.)． 

バリアフリー化の進行に伴う，エスカレータの普及に

より，健常者であっても日々階段・エスカレータの選択

が出来るようになった．一方で敬遠されがちな階段利用

を促進する施策として，ポスターの掲示など視覚的に訴

えるものが見られるようになってきた． 

階段・エスカレータに関する混雑緩和や地下鉄などの

階段利用の促進によるイメージ向上など様々な取り組み

が行われている．これらの取り組みは視覚的に健康など

の効果を訴えて階段利用の促進を呼び掛ける物や，混雑

緩和のためエスカレータ自体の速度を変えるなど利用者

に実質の効用が分りにくい物が多くある．しかし，この

様な階段を利用する事による効果は利用者には伝わりに

くく，人により受け取り方が変わってくる．その為本研

究では，分りやすい効果としポイント制度を導入し対価

を与える事が呼びかけよりも効果的であることを示し，

更に利用者に階段を利用してもらい，階段への印象を変

化させることを目標とする． 

以上より，鉄道乗換えを考える上で，乗換行動での上

下移動の重要性を示し,さらに階段利用促進施策を考え，

ポイント制度導入が効果的である事を示すことを研究目

的とする． 

 

2. 乗換歩行ルートの時間内訳 

 

 鉄道網が便利になるにつれ，上下移動が乗換の中でど

の程度の時間を占めるかをここでは調査する．乗換歩行
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表-1 各行動の移動速度

移動手段 移動速度[m/s] 移動速度[s/段]
歩行 0.890

階段(上り) 0.540 0.278
階段(下り) 0.681 0.22
ＥＳ(上り) 1.57 0.3
ＥＳ(下り) 1.22 0.3  

エスカレータ上り時間

エスカレータ下り時間

階段上り時間

階段下り時間

水平移動時間

0 100 200 300 400 
平均移動時間[ｓ]

図-1 行動別の乗換における平均移動時間 

ルートに関しては当研究室で平成23年に行われた，通勤

時における鉄道利用実態調査における『駅構造調査』の

結果を用いる．首都圏の乗換駅284駅を対象に実施され，

乗換行動を再現することで，降車ホームから乗換ホーム

までの考えられる歩行ルートすべての距離を測定したも

のである．この調査結果より得られた乗換時間最小の歩

行ルートを使用する． 

 行動別の乗換における平均移動時間について算出を行

う．行動パターンごとに(エスカレータ上り，エスカレ

ータ下り，階段上り，階段下り，水平時間)移動時間の

平均を求める．乗換経路に対象とする行動を含まない経

路は平均値の算出から除外している．階段とエスカレー

タが併設されている場合はエスカレータを利用すると考

える．移動速度に関しては，エスカレータを利用する際

は歩かないとし表-1を用いる． 

 結果，図-1のようになっており乗換における平均移動

時間ではエスカレータ上り移動する時間が320.7[s]であり

最も長く，それに次いで水平移動時間292.4[s]，エスカレ

ータ下り移動する時間176.1[s]となる．階段の利用時間は

短く，階段上り時間24.1[s]階段下り時間35.8[s]である．以

上より水平移動時間とエスカレータ利用時間には，さほ

ど差がない事が分かる．また移動を水平方向移動と鉛直

方向移動とし考えると，乗換時間の内訳は水平移動時間

が59.4%，鉛直移動時間40.6%であり乗換において水平移

動時間が占める時間が大きい事が分かる．ここで鉛直移

動時間について乗客がエスカレータを使わずに，階段を

使うと考えると，乗換時間の内訳は水平移動時間が49.

7%，鉛直移動時間50.2%であり，階段を利用する乗客に

とっては乗換えにおいて鉛直移動時間の占める時間が大

きい事が分かる．これらの事より乗客の行動パターンに

より乗換への印象は左右されると考えられる． 

 実際は鉛直方向の移動に関して，最短歩行ルートにエ

スカレータが設置されている事が多く，本調査結果でも 

エスカレータ利用時間が長く，階段利用時間が短いこと

がわかる．これらの影響により乗換えにおいてもエスカ

レータを利用する機会が増えており，日々の生活におい

てエスカレータの存在が一般的となる事が，階段利用離

れを進めているのではないかとも考えられる．近年，エ

スカレータが階段よりも最短の乗換歩行ルートに多く設

置されていることからも，エスカレータの上での安全性

向上や階段利用の促進を行うことで，エスカレータ前の

混雑緩和を行い，本来エスカレータを必要とする人にと

って，よりエスカレータが使いやすくなるように等の取

り組み必要である事が考えられる． 

 

3. ポイント制度導入実験の方法 

 

乗換えにおいて上下の移動時間が占める割合は大き

く，乗客のエスカレータ・階段の選択により時間の占

める割合は変わる．この移動を疲れる・長いなどの負

の印象で捉えるか，歩いて健康的と捉えるかは，利用

者の判断に任されているのが現状である．本研究では，

この元々利用者が持っている上下移動の印象を変化さ

せる要因とし，見えない効用である「健康」や「省エ

ネルギー対策」を呼びかけるのではなく，階段利用に

対し実際にはない対価ポイント制度を実施し，利用者

の階段利用を促進し，階段を利用してもらうことで利

用者の意識変化を起こす事を目的とする． 

ポイント制度の導入が階段利用促進に効果的である

こと示すため，被験者に対し1限前の学内の階段(4階分)

においてポイント制度あり・なしについて階段利用の

調査を行い，階段利用頻度について比較を行った．被

験者に混雑緩和のため階段を利用をして欲しい事を伝

え，被験者が階段を利用するか，エスカレータを利用

するかを調査した．最初の2週間は単に階段を利用する

ようお願いをし，その後2週間は獲得したポイントによ

り謝礼額が変わる事を伝え，ポイントがある場合とな

い場合の行動の差を調べる．本調査では1週間のうち被

験者が1限授業のある曜日に調査を行うため，1週間のう

ち3回調査を行う．また，調査の狙いが被験者に伝わら

ないように，「エスカレータ前混雑緩和調査」と題し

て被験者への募集を行い，調査終了後に意識調査を行

う． 

本調査では1日の1限前の行動に階段を利用，エスカレ

ータを利用，エレベータを利用，欠席・遅刻の4種に分

けて記録をした．調査期間中に階段を使った場合には，

チェックポイントにて調査員は被験者が階段利用した

ことを確認する．チェックポイントは被験者が階段を

利用した場合の移動経路上に設置した．またチェック
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図-２ 行動別の乗換における平均移動時間 

 

表-２ 個人ごとの階段利用回数 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q

ポイント制度なし 6 6 6 5 5 4 4 4 4 3 1 1 1 1 1 1 0
ポイント制度あり 6 6 5 5 3 5 5 3 3 2 5 5 4 2 2 1 2

凡例： ポイント制度導入により回数が増加した人
ポイント制度導入により回数が減少した人

被験者名
階段の利用回数

  

0% 50% 100%

調査参加後

調査参加前

調査参加後
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図-３ 調査参加前後の階段利用 
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図-４ 階段・エスカレータ利用理由 

 

ポイントに来なかった場合(階段を利用しなかった場合)

は調査時間終了後，毎日メールにて直接被験者の行動

について聞く．ポイントにより変わる謝礼額は6回中5回

階段を利用すると1000円上がり，4～2回で500円上がる．

1回以下の階段利用では謝礼額か変わらず，当初の参加

による謝礼1000円から変動しない． 

 

４．調査結果 

 

1日の階段利用率Rは，階段を利用した人数Xs，エスカ

レータを利用した人数Xesと置くと以下の式のように表

わされる． 

)/( esss XXXR   

（１）観察データ 

 実験の結果，図-２が階段利用率を比較したグラフで

ある．ポイント制度のない場合の階段利用率の6回分の

平均は0.776，ポイント制度実施した場合の階段利用率

の6回分の平均は0.939であった．t検定の片側検定の結果

から有意水準1%で帰無仮説は棄却され，ポイント制度

無より有の方が階段利用率が高い事が示された．すなわ

ち，ポイント制度を導入することが階段利用を促進する

ことに効果的である事が分かる． 

 また表-２より，個人ごとの階段利用回数に着目する

と，階段利用の呼びかけのみではあまり階段を使わなか

った人もポイント制度を導入することで階段利用回数を

増やす事が分かった． 

（２）意識データ 

 意識調査結果により階段利用を算出する．調査参加前

に階段を使っていた被験者は15.7％であったのが，調査

参加後には37.3％に変化した．これより調査参加前より

も参加後の方が学内での階段利用率は上がり，階段を利

用することへの抵抗が低くなっている事が分かる．また，

この結果を教室の階数別に見たものが図-３である．調

査参加前4，5階などエスカレータを利用する人が多かっ

た階も調査参加後には今後階段を利用して移動するとし

た人が増えた． 

 また図-４より調査参加前後のエスカレータ利用理由

で変化があった項目は「移動が速く済むから」と「階段

が疲れるから」であった．また階段を利用する理由とし，

変化があった項目は，「健康になる気がするから」，

「エスカレータが混んでいるから」であった．このこと

から調査参加中，強制的に階段を使わされた事により階

段へのイメージ変化があった人がいる事が分かる． 

 階段を利用する理由とし，「エスカレータが混んでい

るから」が増えた理由としては，今回の調査ではエスカ

レータ前混雑緩和調査と題した事により調査前よりも，

エスカレータ前の混雑が気になるようになった事が考え

られる．このため階段利用の促進のためポイント制度導

入するに当たり呼びかけ次第では，より階段利用への抵

抗感を減らすことが出来るのではないかと考えられる． 

100％=17人 
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５．実用化に向けた考察 

 

 さて，ポイント制度を導入した場合に，どの程度の価

値を付け階段を利用してもらうのかが重要である． 

ポイント制度導入時の階段利用価値を，階段利用ポイ

ントにより増加した金額を階段利用回数で割った値とし

て考える．本調査では 5 回以上で 1000 円であるため，

階段利用価値は階段 1回利用に付き 200円分の価値であ

り，2回で 500円であれば階段 1回利用に付き 250円分

の価値と考える事が出来る．  

 ポイント制度実施時に 5回以上階段を使った利用者は

17人中 8人(全体の 47.1%)，4～2回は 8人(全体の 47.1%)，

2回未満が 1人(全体の 5.88%)であった．この結果から計

算すると，階段利用 1回当たり 200円の対価を与える事

で全体の 47.1%，階段利用 1回当たり 250円の対価を与

える事で 94.2%の人が階段を利用するという予測ができ

た． 

 以上を踏まえ通勤時に駅で実施したと仮定した場合，

階段利用 1回当たり 200円の対価は平日 5日間毎日階段

を利用してもらい 1000円，1カ月 4000円利用者に支払

う計算になる．また階段利用 1回当たり 250円の対価は

平日 5 日間毎日階段を利用してもらい 1250 円，1 カ月

5000 円利用者に支払う計算になる．また本研究では，

階段利用ポイントをお金とし還元した．しかし実際に駅

構内で行うのであれば，いくつかの鉄道事業者が実施し

ている早起きキャンペーンを階段利用促進に応用する，

つまり，階段利用者にクーポンを配信する事や，抽選で

何か当たるなど様々な対価を与えることが可能である．

この対価の与え方によりどのような年代の利用者に階段

利用の促進を促すのか，もしくはどれぐらいの人数に階

段を利用して欲しいのかを操作することができる． 

 ポイント制度を駅にて導入する場合には，階段の途中

にICカードリーダーなどを設置しポイントを付けること

を提案する．チェックポイントの設置場所によっては，

歩行流が変わってしまい危険を生む場合もあるため注意

しなくてはならない．しかし，駅の歩行流を変えたい場

合などにこのチェックポイントを設置し利用者の流動を

変えることが駅構造を変更するよりは費用がかからず，

また利用者に何らかの意識改革に繋がるという利点があ

る． 

 

 

6. おわりに 

 

 本研究では，首都圏鉄道の乗換えにおける，上下移動

と水平移動の時間の関係について示し，また階段利用の

促進施策としポイント制度の導入について実験を行った． 

結果とし水平移動を行う時間と上下移動を行う時間にあ

まり差がないことが分かった．乗換えにおいて，上下移

動時間をどのように過ごすかは，日々のストレスや健康

にとっても重要ではないかと考えられる．また上下移動

に関しては，階段よりもエスカレータ移動時間の方が長

かった．これより，乗換えにおいてエスカレータを利用

する機会が増えている事もわかる．駅構内のエスカレー

タの普及により日々の通勤においてもエスカレータの存

在が一般的となり，階段利用離れを進めているのではな

いかと推察される．  

 また本論文では，ポイント制度導入が階段利用に効果

的である事を示した．このポイント制度導入実験は階段

利用の促進として導入したが，将来的にはこの取り組み

により階段利用への抵抗感が軽減され，エスカレータの

有料化の実施を検討してはどうかとも考えられる．エス

カレータ利用が当たり前となった今こそ，エスカレータ

の上での安全性向上や階段利用の促進を行うことが重要

だと考える．エスカレータ前の混雑緩和を行い，本来エ

スカレータを必要とする人にとって，よりエスカレータ

が使いやすくなるようにする等の取り組みも必要ではな

いかと考える． 
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